
活躍！樋渡速太さんが初出場大 県下一周市郡対抗駅伝競走大会

校園の美味しい米です
川床小学校からプレゼント

持ち良く過ごせるように気 「もみじの手の会」がボランティア

　第 58 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
が 2月 19 日から５日間、589 ㎞で競われ、本町
から鶴翔高校２年生樋渡速太さん（鷹巣中学校出
身、菅牟田）が初出場を果たしました。
　樋渡さんは、初出走ながら「上位での郷土入り」
を目標とする２日目の３区（10.9 ㎞）をまかされ、
見事区間３位の好走でチームの順位を上げ、４区
にたすきを渡しました。２回目の出走は、４日目
の１区（11.9 ㎞）で、高低差 400 ｍ、8 ㎞の上
り坂が続く難コース “亀割峠” となりました。各
チームのエース級が出走する中、堂々の走りを見
せ大活躍してくれました。

　２月 23 日、川床小学校（片岡光治良校長）
では、しいなし公園（ホタルの里）近くの川
床小みんなのスマイル田んぼ（学校園）で育
てたお米を、養護老人ホーム長生園と特別養
護老人ホーム桃源郷にプレゼントしました。
　同校では、例年両施設にお米を届けるとと
もに、入所者との交流を深めていて、この日
も５年生の 10 人が訪ね、約 50 ㎏のお米を
贈りました。このあと、子どもたちと入所者
らは話をしたり、記念撮影をしたりと交流を
深めていました。
　入所者のかたがたは、「毎日食べるお米を
いただき、本当にありがたいです」と子ども
たちにお礼を述べていました。

　３月 19 日、「もみじの手の会（柳九留子会長）」
は、特別養護老人ホーム桃源郷で施設内の掃除な
どのボランティアを行いました。同会は、１年半
前から同施設を毎月第１、第３金曜日の２回訪ね、
掃除や洗濯畳み、新聞紙でのごみ袋つくりなどを
行い、入所者や施設から大変喜ばれています。
　会員らは「何かボランティアができたらという
ことで始めました。作業中入所者から声をかけら
れたらうれしいですよ」と話していました。

特別養護老人ホーム桃源郷で入所者と一緒に記念撮影↑

４日目の１区、霧島市国分南中学校スタート地点↓

施設内の部屋や廊下などを掃除中↑

学
養護老人ホーム長生園で入所者と一緒に記念撮影↓
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